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熊本県：有明海・八代海干潟等沿岸海域再生検討委員会
～有明海・八代海干潟等沿岸海域の再生に向けて～

経 緯
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有明海・八代海環境への取組み有明海・八代海環境への取組み

第3者委員会：有明海ノリ不作等対策関係調査検討委員会（平成13年2月）

＝有明海海域環境調査検討委員会＝（国庁費調査）

＝海域環境モデル専門部会＝

＝有明海における海洋環境の変化が生物生産に及ぼす影響解明＝

（行政特研費調査）

環境省（国の諮問委員会）：

有明海・八代海総合調査評価委員会（H15年2月）

熊本県：環境政策課

環境立県推進室

地元における、早急な再生策の

検討・実施が熱望
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自然再生推進法＋有明・八代再生法自然再生推進法＋有明・八代再生法

有明海・八代海総合調査評価委員会
（平成15年2月～）

有明海・八代海の再生特別措置法
(平成14年11月22日成立、29日公布・施行）
に基づく国の諮問委員会

自然再生推進法： 平成15年1月 制定

損なわれた生態系や自然環境を取り戻すことを目的に、行政機関、住
民、学識者等が一体となり、将来にわたる豊かな自然環境を持続し、自然
と共生する社会の実現に向けて取り組むこと、また、地域の自然環境特性、
環境容量、生態系等の微妙なバランスを踏まえ、科学的知見に基づいた
自然再生の実施がなされるべき

地域特性と物理・化学＋生態系バランス

海域全体のバランス（ゾーニング）
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有明海・八代海再生に係る情報交換会
①平成15年10月30日，②平成15年12月16日，③平成16年1月19日

●環境悪化・漁業不振の原因を究明して対策を考える

→原因が解明されるまで対策・事業が出来ない。

●再生に向けて、出来るところから始める!!

→「あるべき姿」の共通認識と「具体的方策の方向性」

検討内容：
●有明海・八代海の現状と環境変遷の把握
●両海域のあるべき姿の構築
●「現状」と「あるべき姿」を埋めるための、
科学的根拠に基づいた 再生方策の検討
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海岸環境ＮＰＯみらい有明・不知火（元熊本大学講

師）

田淵 幹修

海洋生物学熊本大学名誉教授弘田禮一郎

海洋生態学九州ルーテル学院大学人文学部教授菊池 泰二

海洋生物学熊本県立大学環境共生学部教授大和田紘一

物質生命工学熊本大学工学部教授木田 建次

生物資源循環系

解析学

熊本大学沿岸域環境科学教育研究セン

ター教授

逸見 泰久

海岸環境工学熊本大学沿岸域環境科学教育研究セン

ター教授

滝川 清

専 門所 属 等氏 名

熊本県：環境政策課・漁政課・水産振興課・水産研究センター

情報交換会：名簿
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熊本県

有明海・八代海干潟等沿岸海域再生検討委員会

平成16年8月～平成17年3月
（11回の委員会と6回の意見交換会）


